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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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機能性材料:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事11件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | 組成

高エントロピー酸化物触媒|上海交通大学、水
分解OER過電圧を229mVに低減
上海交通大学の研究チームが、局所的な高エントロピー酸化物
(LHEO)ナノ構造体を利用して、水分解における酸素発生反応
(OER)の過電圧を大幅に低減するブレークスルーを達成しました。
開発されたα-Fe2O3@LHEO触媒は、アルカリ水分解において10
mA/cm2の電流密度を229 mVという極めて低い過電圧で達成し、
商用RuO2の326 mVを大きく下回る世界トップレベルの性能を
示しています。

シグナル 02 | 機能特性

自己修復コンクリートとは|3つの技術方式と商
業導入によるコスト削減効果
自己修復コンクリートが研究室から商業プロジェクトやインフ
ラプロジェクトへと移行し、年間数十億ドル規模のコンクリー
トインフラ維持費用削減に貢献しています。記事では、バクテ
リアベースシステム(Basilisk技術で0.03インチまでのひび割れの
90-95%を修復)、マイクロカプセル・ポリマーシステム、結晶性・
鉱物混和材システムという3つの主要なアプローチを詳述してい
ます。

シグナル 03 | 加工

Fractal Graphene Pasteとは|HydroGraph、
濃度20%のグラフェンペースト
HydroGraph Clean Power Inc.は、グラフェンの広範な商用導入
の主要課題を解決する、新開発の「Fractal Graphene PasteTM」
を米国先端材料展で発表します。この水性ペーストは、一般的
なグラフェン分散液が1%〜5%であるのに対し、重量比で20%
という高濃度のグラフェンを含みながら、完全に流動性を維持
し、2年以上の保存期間を実現しています。また、D50約35ナノ
メートルという超微細な粒子径分布を保持しており、標準的な
混合装置で水性配合物への容易な組み込みを可能にします。

シグナル 04 | デバイス統合

LCEアクチュエータ|北京大学ら、40°C動作と
記録的な靭性を両立
北京大学、江西師範大学、北京科技大学、ブリストル大学の研
究チームは、チオール官能化グラフェン酸化物(FGO)で強化され
た液晶エラストマー(LCE)アクチュエータを開発しました。この
LCEは、人体温度に近い約40°Cで活性化し、同時に76.5 MJ/m3
という記録的な破壊靭性を達成、ソフトロボット材料における
長年のトレードオフを解決しました。これにより、人間と直接
安全に相互作用する高機能ソフトロボットや生体模倣デバイス
の開発が大きく加速すると期待されます。

編集判断

今週の経営判断は 測定可能な機能、信頼性、製造統合 に集中する。自社条件で関連証拠を再現で
きる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: 統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性能を優先する.
2. 供給企業: 材料特性を工程制御、界面挙動、顧客受入データへ接続する.
3. 経営層: 再現性、界面安定、工程適合、原価、認定.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

95%
A11

数値の条件

自己修復コンクリートが研究室から商業プロジェクトやインフラプロジェクトへと移行し、年
間数十億ドル規模のコンクリートインフラ維持費用削減に貢献しています。記事では、バクテ
リアベースシステム(Basilisk技術で0.03インチまでのひび割れの90-95%を修復)、マイクロカ
プセル・ポリマーシステム、結晶性・鉱物混和材システムという3つの主要なアプローチを詳述
しています。

1%
A10

数値の条件

HydroGraph Clean Power Inc.は、グラフェンの広範な商用導入の主要課題を解決する、新開
発の「Fractal Graphene PasteTM」を米国先端材料展で発表します。この水性ペーストは、一
般的なグラフェン分散液が1%〜5%であるのに対し、重量比で20%という高濃度のグラフェン
を含みながら、完全に流動性を維持し、2年以上の保存期間を実現しています。

2026年
A03

数値の条件

2026年第3四半期は、固体電池がパイロット検証段階から量産前段階へと移行する重要な節目
を迎えました。硫化物系電解質は主要顧客との小規模検証に入り、Ion Energyの51Ah車載グレー
ドポリマーベース全固体電池がエネルギー密度520Wh/kg、3,500サイクル以上の寿命を達成し
たことを公表。新佑仁は第二世代ハライド固体電解質を試作し、住友化学は2028会計年度にハ
ライド電解質の量産を計画しており、固体電池の実用化が加速しています。

87%
A05

数値の条件

デラウェア大学の研究者チームは、ストロンチウムドープチタン酸バリウムを用いて柔軟なポ
リマー繊維の圧電出力を世界最高値にまで向上させました。この鉛フリーかつ繊維適合性を持
つ材料は、約87%のベータ相含有率を示し、23ボルトを超える電圧と4.5ミリワット/平方メー
トル以上の電力密度を達成しています。このブレークスルーにより、自己給電型ウェアラブル
デバイスの実現が現実のものに近づき、バッテリー不要の技術革新を加速します。

40年
A09

数値の条件

カリフォルニア工科大学の物理学者が、約40年前に理論的に予測されていた量子エネルギーラ
ダーの特定のパターンを、初めて実験的に観測することに成功しました。この画期的な発見は、
特定の量子材料におけるエネルギー準位が非線形な「はしご」状に配置されるという予測を実
証するものです。この観測は、量子材料の基礎的な挙動の理解を深め、将来の量子情報処理や
量子センシング技術の設計において重要な指針を提供します。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

組成
P01/P06

上海交通大学の研究チー
ムが、局所的な高エン
トロピー酸化物(LHEO)
ナノ構造体を利用して、
水分解における酸素発
生反応(OER)の過電圧を
大幅に低減するブレー
クスルーを達成しまし
た。

2

機能特性
P02/P07

自己修復コンクリート
が研究室から商業プロ
ジェクトやインフラプ
ロジェクトへと移行し、
年間数十億ドル規模の
コンクリートインフラ
維持費用削減に貢献し
ています。記事では、
バクテリアベースシス
テム(Basilisk技術で0.

3

加工
P03/P08

HydroGraph Clean
Power Inc.は、グラフェ
ンの広範な商用導入の
主要課題を解決する、
新開発の「Fractal
Graphene PasteTM」を
米国先端材料展で発表
します。

4

デバイス統合
P04/P09

北京大学、江西師範大
学、北京科技大学、ブ
リストル大学の研究チー
ムは、チオール官能化
グラフェン酸化物(FGO)
で強化された液晶エラ
ストマー(LCE)アクチュ
エータを開発しました。
このLCEは、人体温度に
近い約40°Cで活性化し、
同時に76.

5

市場採用
P05/P10

2026年第3四半期は、固
体電池がパイロット検
証段階から量産前段階
へと移行する重要な節
目を迎えました。

各受渡しで必要な証拠

組成 → 機能特性 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

機能特性 → 加工 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

加工 → デバイス統合 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

デバイス統合 → 市場採用 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01 P02

P03

P04

P05

P06

P07

P08

P09

P10

P01 高エントロピー酸化物触媒|上海交通大
学、水分解OER過電圧を229mVに低減
システム・導入 | 根拠: 商用

P02 自己修復コンクリートとは|3つの技術
方式と商業導入によるコスト削減効果
システム・導入 | 根拠: 導入

P03 Fractal Graphene Pasteとは
|HydroGraph、濃度20%のグラフェン
ペースト
事業・制度・供給 | 根拠: 標準

P04 LCEアクチュエータ|北京大学ら、40°C
動作と記録的な靭性を両立
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P05 Ion Energyの全固体電池|520Wh/kgの
性能と2026年の量産前移行
システム・導入 | 根拠: 量産

P06 チタン酸バリウム|デラウェア大学、ポ
リマー繊維の圧電出力向上
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P07 ホンダの全固体電池|生産実証ライン稼
働、航続距離500マイル超
システム・導入 | 根拠: 市場

P08 量子エネルギーラダーとは|カリフォル
ニア工科大学、40年目の初観測
事業・制度・供給 | 根拠: 指針

P09 スマートエポキシコーティング|インド
開発の自己修復・防錆性能
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P10 多光子量子テレポーテーション|京都大
学、W状態の測定課題を解決
システム・導入 | 根拠: システム

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 高エントロピー酸化物触媒|上海交通大学、水分解OER過電圧を229mVに低減

A08 | 組成 | 試作 日付未収録

FACT
上海交通大学の研究チームが、局所的な高エントロピー酸化物
(LHEO)ナノ構造体を利用して、水分解における酸素発生反応
(OER)の過電圧を大幅に低減するブレークスルーを達成しまし
た。開発されたα-Fe2O3@LHEO触媒は、アルカリ水分解にお
いて10 mA/cm2の電流密度を229 mVという極めて低い過電圧
で達成し、商用RuO2の326 mVを大きく下回る世界トップレベ
ルの性能を示しています。この革新的な触媒技術は、グリーン
水素製造や海水亜鉛-空気電池といった再生可能エネルギー分野
に多大な貢献をもたらす可能性があり、持続可能なエネルギー
ソリューションの実現を加速させます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP01の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入

P02 自己修復コンクリートとは|3つの技術方式と商業導入によるコスト削減効果

A11 | 機能特性 | 製品採用 日付未収録

FACT
自己修復コンクリートが研究室から商業プロジェクトやインフ
ラプロジェクトへと移行し、年間数十億ドル規模のコンクリー
トインフラ維持費用削減に貢献しています。記事では、バクテ
リアベースシステム(Basilisk技術で0.03インチまでのひび割れ
の90-95%を修復)、マイクロカプセル・ポリマーシステム、結
晶性・鉱物混和材システムという3つの主要なアプローチを詳
述しています。自己修復システムは材料費のプレミアムがあり
ますが、微細から中程度のひび割れに対応し、長期的なライフ
サイクルコストを削減するため、特に欧州で普及が進んでいま
す。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP02の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 Fractal Graphene Pasteとは|HydroGraph、濃度20%のグラフェンペースト

A10 | 加工 | 製品採用 日付未収録

FACT
HydroGraph Clean Power Inc.は、グラフェンの広範な商用導
入の主要課題を解決する、新開発の「Fractal Graphene
PasteTM」を米国先端材料展で発表します。この水性ペースト
は、一般的なグラフェン分散液が1%〜5%であるのに対し、重
量比で20%という高濃度のグラフェンを含みながら、完全に流
動性を維持し、2年以上の保存期間を実現しています。また、
D50約35ナノメートルという超微細な粒子径分布を保持してお
り、標準的な混合装置で水性配合物への容易な組み込みを可能
にします。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP03の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 事業・制度・供給

P04 LCEアクチュエータ|北京大学ら、40°C動作と記録的な靭性を両立

A02 | デバイス統合 | 試作 日付未収録

FACT
北京大学、江西師範大学、北京科技大学、ブリストル大学の研
究チームは、チオール官能化グラフェン酸化物(FGO)で強化さ
れた液晶エラストマー(LCE)アクチュエータを開発しました。
このLCEは、人体温度に近い約40°Cで活性化し、同時に76.5
MJ/m3という記録的な破壊靭性を達成、ソフトロボット材料に
おける長年のトレードオフを解決しました。これにより、人間
と直接安全に相互作用する高機能ソフトロボットや生体模倣デ
バイスの開発が大きく加速すると期待されます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP04の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN

Troy Technical | 機能性材料 | 情報カットオフ 2026-10-02 08

FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 Ion Energyの全固体電池|520Wh/kgの性能と2026年の量産前移行

A03 | 市場採用 | 量産 日付未収録

FACT
2026年第3四半期は、固体電池がパイロット検証段階から量産
前段階へと移行する重要な節目を迎えました。硫化物系電解質
は主要顧客との小規模検証に入り、Ion Energyの51Ah車載グレー
ドポリマーベース全固体電池がエネルギー密度520Wh/kg、
3,500サイクル以上の寿命を達成したことを公表。新佑仁は第
二世代ハライド固体電解質を試作し、住友化学は2028会計年度
にハライド電解質の量産を計画しており、固体電池の実用化が
加速しています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP05の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 5/5 | 判断場所: システム・導入

P06 チタン酸バリウム|デラウェア大学、ポリマー繊維の圧電出力向上

A05 | 組成 | 試作 日付未収録

FACT
デラウェア大学の研究者チームは、ストロンチウムドープチタ
ン酸バリウムを用いて柔軟なポリマー繊維の圧電出力を世界最
高値にまで向上させました。この鉛フリーかつ繊維適合性を持
つ材料は、約87%のベータ相含有率を示し、23ボルトを超える
電圧と4.5ミリワット/平方メートル以上の電力密度を達成して
います。このブレークスルーにより、自己給電型ウェアラブル
デバイスの実現が現実のものに近づき、バッテリー不要の技術
革新を加速します。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP06の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 07-08 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 ホンダの全固体電池|生産実証ライン稼働、航続距離500マイル超

A04 | 機能特性 | 共同評価 日付未収録

FACT
ホンダは、従来の液体電解質に代わる固形電解質を用いた全固
体電池(ASSB)の生産実証ラインを稼働させました。この新技術
は、航続距離の延長(500マイル以上)、充電時間の短縮、そして
熱安定性の向上といった画期的な利点を提供します。ホンダは、
電池セルをプレスすることで電極と固形電解質の接触を最適化
し、生産速度向上と冷却構造の簡素化を目指しており、電気自
動車(EV)市場における競争力を大幅に高める可能性を秘めてい
ます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP07の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: システム・導入

P08 量子エネルギーラダーとは|カリフォルニア工科大学、40年目の初観測

A09 | 加工 | 共同評価 日付未収録

FACT
カリフォルニア工科大学の物理学者が、約40年前に理論的に予
測されていた量子エネルギーラダーの特定のパターンを、初め
て実験的に観測することに成功しました。この画期的な発見は、
特定の量子材料におけるエネルギー準位が非線形な「はしご」
状に配置されるという予測を実証するものです。この観測は、
量子材料の基礎的な挙動の理解を深め、将来の量子情報処理や
量子センシング技術の設計において重要な指針を提供します。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP08の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: 事業・制度・供給



重点テーマ 09-10 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 スマートエポキシコーティング|インド開発の自己修復・防錆性能

A01 | デバイス統合 | 共同評価 日付未収録

FACT
インドの研究チームは、寺院の廃棄物であるマリーゴールドの
花から、鋼やアルミニウムの腐食を防ぎ、傷を自己修復し、細
菌を殺す多機能スマートエポキシコーティングを開発しました。
この革新的な材料は、腐食抑制剤を充填したナノコンテナをエ
ポキシ樹脂に分散させることで作られ、塩水中で48時間以内に
傷を修復し、自己殺菌性も実証しました。廃棄物のアップサイ
クルと高機能材料創出を両立する持続可能な技術です。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP09の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: 技術・工程

P10 多光子量子テレポーテーション|京都大学、W状態の測定課題を解決

A07 | 市場採用 | 試作 日付未収録

FACT
京都大学の研究チームは、多光子量子もつれの測定における25
年来の課題を克服し、W状態と呼ばれる重要な形態の多光子量
子もつれを実験的に特定する新手法を開発しました。このブレー
クスルーにより、複雑な量子もつれシステムの測定が飛躍的に
容易になります。本技術は、量子テレポーテーション、量子通
信、および量子コンピューティングの分野における新たな可能
性を大きく広げ、より堅牢な量子技術の実現に貢献すると期待
されています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP10の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入



プレイブックとロードマップ 担当 / ゲート / 成果物
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関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 統合・劣化・システムのト
レードオフ後も残る性能を
優先する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接
続する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし



分析対象記事一覧 1/1 正式タイトル / 元記事URL全文
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分析対象記事 | 01-11件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 スマートエポキシコーティング|インド開発の自己修復・防錆性能 https://bioengineer.org/temple-flower-waste-yields-a-smart-coating-tha
t-heals-itself-and-kills-bacteria/

A02 LCEアクチュエータ|北京大学ら、40°C動作と記録的な靭性を両立 https://www.graphene-info.com/functionalized-graphene-oxide-gives-li
quid-crystal-actuator-record-toughness

A03 Ion Energyの全固体電池|520Wh/kgの性能と2026年の量産前移行 https://news.metal.com/en/newscontent/104142225-solid%E2%80%90s
tate-batteries-q3-marks-key-transition-from-pilot-validation-to-pre%E2
%80%90mass-production

A04 ホンダの全固体電池|生産実証ライン稼働、航続距離500マイル超 https://www.topspeed.com/science-behind-honda-solid-state-battery-b
reakthrough/

A05 チタン酸バリウム|デラウェア大学、ポリマー繊維の圧電出力向上 https://bioengineer.org/doped-ceramic-particles-push-flexible-polymer-
fibers-to-record-piezoelectric-output/

A06 超分子ポリマーとは|ノースウェスタン大学、ニューロン成長促進
の性能

https://news.northwestern.edu/stories/2026/10/researchers-unlock-new
-level-of-precision-in-supramolecular-materials

A07 多光子量子テレポーテーション|京都大学、W状態の測定課題を解
決

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/09/260929053550.htm

A08 高エントロピー酸化物触媒|上海交通大学、水分解OER過電圧を
229mVに低減

https://www.eurekalert.org/news-releases/1145328

A09 量子エネルギーラダーとは|カリフォルニア工科大学、40年目の初
観測

https://www.sciencedaily.com/news/matter_energy/materials_science/

A10 Fractal Graphene Pasteとは|HydroGraph、濃度20%のグラフェ
ンペースト

https://markets.businessinsider.com/news/stocks/hydrograph-to-showc
ase-fractal-graphene-paste-at-the-advanced-materials-show-usa-103658
9141

A11 自己修復コンクリートとは|3つの技術方式と商業導入によるコスト
削減効果

https://mcsmag.com/the-facts-about-self-healing-concrete/

https://bioengineer.org/temple-flower-waste-yields-a-smart-coating-that-heals-itself-and-kills-bacteria/
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#01 スマートエポキシコーティング｜インド開発の自己

修復・防錆性能

概要

インドの研究チームは、寺院の廃棄物であるマリーゴールドの花から、鋼やアルミニ

ウムの腐食を防ぎ、傷を自己修復し、細菌を殺す多機能スマートエポキシコーティン

グを開発しました。この革新的な材料は、腐食抑制剤を充填したナノコンテナをエポ

キシ樹脂に分散させることで作られ、塩水中で48時間以内に傷を修復し、自己殺菌性

も実証しました。廃棄物のアップサイクルと高機能材料創出を両立する持続可能な技

術です。

公開日 2026年10月02日  Scienmag  インド



詳細

主要成果

インドの研究チームが、寺院の廃棄物であるマリーゴールドの花から、自己修復、抗

菌、および防錆という三つの機能を併せ持つ画期的なスマートエポキシコーティングを

開発しました。この多機能材料は、鋼やアルミニウムといった金属表面の保護に革命を

もたらし、環境負荷の低減にも貢献する持続可能なソリューションです。

技術・臨床詳細

このスマートコーティングは、マリーゴールドの花から抽出した天然成分を基に、腐

食抑制剤を充填したナノコンテナをエポキシ樹脂マトリックス中に均一に分散させる

ことで製造されます。ナノコンテナは、コーティングに傷がつくと破裂し、内部の抑

制剤を放出して修復プロセスを開始します。

自己修復機能は、塩水環境下で48時間以内に傷を効果的に修復することが実証され

ました。これにより、微細な損傷が自動的に補修され、金属の腐食進行が抑制されま

す。

コーティングは、細菌の増殖を阻害する自己殺菌性も備えています。これは、特に医

療機器や食品加工装置など、衛生が重視される分野での応用において大きな利点とな

ります。

鋼やアルミニウムに対する優れた防食性能は、過酷な環境下での金属構造物の寿命を

延ばし、メンテナンスコストと資源の消費を削減します。

廃棄物から高付加価値材料を創出する「アップサイクル」のアプローチを採用してお

り、環境保護にも寄与します。

背景・業界文脈

金属の腐食は、インフラの劣化、産業設備の故障、安全性の問題など、世界的に年間数

兆ドル規模の経済的損失をもたらしています。また、抗菌コーティングへの需要も高ま

る中、環境に優しく、複数の機能を持つ材料の開発が求められていました。この研究

は、自然由来の廃棄物を活用し、これらの複合的な課題に対応するものです。



今後の展望

このスマートエポキシコーティングは、建設、自動車、海洋、医療、食品産業など、幅

広い分野での応用が期待されます。特に、廃棄物利用という側面は、循環型経済の推進

に貢献し、企業の環境・社会・ガバナンス（ESG）目標達成にも寄与するでしょう。将

来的には、より複雑な損傷への対応や、他の天然廃棄物からの機能性材料開発への道を

開く可能性も秘めています。

元記事: https://bioengineer.org/temple-flower-waste-yields-a-smart-coating-that-heals-itself-

and-kills-bacteria/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/temple-flower-waste-yields-a-smart-coating-that-heals-itself-and-kills-bacteria/
https://bioengineer.org/temple-flower-waste-yields-a-smart-coating-that-heals-itself-and-kills-bacteria/


#02 LCEアクチュエータ｜北京大学ら、40°C動作と記録

的な靭性を両立

概要

北京大学、江西師範大学、北京科技大学、ブリストル大学の研究チームは、チオール

官能化グラフェン酸化物（FGO）で強化された液晶エラストマー（LCE）アクチュエ

ータを開発しました。このLCEは、人体温度に近い約40°Cで活性化し、同時に76.5

MJ/m³という記録的な破壊靭性を達成、ソフトロボット材料における長年のトレード

オフを解決しました。これにより、人間と直接安全に相互作用する高機能ソフトロボ

ットや生体模倣デバイスの開発が大きく加速すると期待されます。

公開日 2026年09月29日  Tech Xplore  中国



詳細

主要成果

北京大学を中心とする国際研究チームは、チオール官能化グラフェン酸化物（FGO）で

強化された液晶エラストマー（LCE）アクチュエータを開発し、人体温度に近い約40°C

という低い活性化温度で動作しつつ、76.5 MJ/m³という過去最高レベルの機械的靭性

を達成しました。これは、ソフトロボット材料が抱えていた「高靭性と低活性化温度の

両立が難しい」という課題を根本的に解決する画期的な成果です。

技術詳細

開発されたLCEアクチュエータは、チオール官能化グラフェン酸化物（FGO）を既存

のLCE材料に統合することで、その機械的特性と応答性を大幅に向上させています。

FGOの導入により、材料の破壊靭性は76.5 MJ/m³に達し、これはソフトアクチュエ

ータとしては記録的な数値です。

同時に、アクチュエータの活性化温度は約40°Cに設定されており、これは人間の体

温に極めて近く、生体適合性が要求されるアプリケーションでの実用性を高めます。

FGOは、LCEネットワーク内で強化材として機能し、応力集中を緩和し、クラック

の伝播を防ぐことで高い靭性を実現しています。

この材料は、迅速な応答性と精密な形状変化能力も保持しており、複雑な動きを模倣

するソフトロボットに不可欠な特性です。

背景・業界文脈

ソフトロボットは、その柔軟性と適応性から、人間との安全な相互作用や複雑な環境で

の作業に大きな可能性を秘めています。しかし、従来のアクチュエータ材料は、高い機

械的強度や靭性を持つと同時に、人体に近い低温度で精密に動作させることが困難であ

るというトレードオフに直面していました。この課題は、ソフトロボットの医療、ウェ

アラブル、生体模倣分野への応用を阻む主要な要因の一つでした。

グラフェンおよびその派生体は、その優れた機械的強度、電気的特性、そして熱伝導性

から、高機能複合材料の強化材として注目されています。本研究では、グラフェン酸化

物をチオール官能化することで、LCEマトリックスとの界面結合を最適化し、これまで

にない特性の組み合わせを実現しました。



今後の展望

本成果は、外科手術用ロボット、義肢装具、リハビリテーション機器、スマートウェア

ラブル、そして生体模倣ロボットなど、人間と直接触れ合うソフトロボットの分野に革

命をもたらす可能性を秘めています。高靭性と生体温度に近い動作温度を兼ね備えたア

クチュエータは、より安全で信頼性の高い、そして複雑なタスクを実行できる次世代ソ

フトロボットの設計と構築を可能にします。この技術は、ソフトロボティクス分野にお

ける新たな材料設計の指針となり、多様な応用分野でのイノベーションを加速させるで

しょう。

元記事: https://www.graphene-info.com/functionalized-graphene-oxide-gives-liquid-crystal-

actuator-record-toughness

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.graphene-info.com/functionalized-graphene-oxide-gives-liquid-crystal-actuator-record-toughness
https://www.graphene-info.com/functionalized-graphene-oxide-gives-liquid-crystal-actuator-record-toughness


#03 Ion Energyの全固体電池｜520Wh/kgの性能と

2026年の量産前移行

概要

2026年第3四半期は、固体電池がパイロット検証段階から量産前段階へと移行する重

要な節目を迎えました。硫化物系電解質は主要顧客との小規模検証に入り、Ion

Energyの51Ah車載グレードポリマーベース全固体電池がエネルギー密度

520Wh/kg、3,500サイクル以上の寿命を達成したことを公表。新佑仁は第二世代ハ

ライド固体電解質を試作し、住友化学は2028会計年度にハライド電解質の量産を計画

しており、固体電池の実用化が加速しています。

公開日 2026年09月30日  LinkedIn (Guangzhou Great Power Energy & Technology Co.,

Ltd.)  中国



詳細

主要成果

2026年第3四半期において、固体電池技術はパイロット検証段階から量産前段階へと大

きく移行する重要な節目を迎えました。特に、Ion Energy社製の51Ah車載グレードポ

リマーベース全固体電池が、520 Wh/kgという高エネルギー密度と、3,500サイクルを

超える優れた寿命を達成したことが発表され、実用化に向けた具体的な進展が示されま

した。

技術詳細

固体電池は、液体電解質の代わりに固体電解質を使用することで、安全性向上、エネ

ルギー密度向上、長寿命化、急速充電能力の改善を目指す次世代電池技術です。

本期間中、硫化物系固体電解質が主要な顧客との小規模検証に入り、大量供給能力が

確認されました。これは、材料メーカーがサプライチェーンの構築を進めていること

を示唆します。

Ion Energyのポリマーベース全固体電池は、電気自動車（EV）用途を想定したもの

で、51Ahという容量と520 Wh/kgのエネルギー密度は、既存のリチウムイオン電

池に対する競争力を高めるものです。3,500サイクル以上の寿命は、EVの長期間の使

用に耐えうる耐久性を示しています。

また、新佑仁社は第二世代ハライド固体電解質を試作段階に進めており、住友化学は

2028会計年度にハライド電解質の量産を開始する計画を公表しました。ハライド系

は高いイオン伝導性と安定性が特徴であり、硫化物系と並ぶ有力な固体電解質候補で

す。

背景・業界文脈

現在主流のリチウムイオン電池は、電解液の可燃性や液漏れのリスク、そしてエネルギ

ー密度の限界といった課題を抱えています。特に電気自動車市場の拡大に伴い、航続距

離の延長、充電時間の短縮、そして安全性の確保が喫緊の課題となっています。固体電

池はこれらの課題を克服する「ゲームチェンジャー」として期待されており、世界中の

自動車メーカーや電池メーカーが開発競争を繰り広げています。



硫化物系、ポリマー系、ハライド系など、様々な固体電解質が研究されていますが、そ

れぞれに製造コスト、安定性、イオン伝導性、機械的特性などの課題があります。今回

示された進展は、これらの材料が技術的な成熟度を高め、いよいよ実証試験を経て商用

化へと近づいていることを明確に示しています。

今後の展望

固体電池が量産前段階へと移行したことは、電気自動車、定置型蓄電池、さらには航空

宇宙分野など、高性能・高安全性な電源が求められる多様な市場において、今後数年内

に具体的な製品が投入される可能性が高まったことを意味します。特に車載用途での実

証データは、自動車業界の固体電池への投資を加速させるでしょう。

今後、量産技術の確立、コストの最適化、そして国際的な安全基準への適合が次の主要

なマイルストーンとなります。住友化学のような大手化学メーカーが量産計画を具体化

していることは、サプライチェーンが整い、技術が成熟していることの証左であり、固

体電池が近い将来、私たちの生活に不可欠な存在となる未来が現実味を帯びてきまし

た。

元記事: https://news.metal.com/en/newscontent/104142225-solid%E2%80%90state-

batteries-q3-marks-key-transition-from-pilot-validation-to-pre%E2%80%90mass-production

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.metal.com/en/newscontent/104142225-solid%E2%80%90state-batteries-q3-marks-key-transition-from-pilot-validation-to-pre%E2%80%90mass-production
https://news.metal.com/en/newscontent/104142225-solid%E2%80%90state-batteries-q3-marks-key-transition-from-pilot-validation-to-pre%E2%80%90mass-production


#04 ホンダの全固体電池｜生産実証ライン稼働、航続距

離500マイル超

概要

ホンダは、従来の液体電解質に代わる固形電解質を用いた全固体電池（ASSB）の生

産実証ラインを稼働させました。この新技術は、航続距離の延長（500マイル以上）、

充電時間の短縮、そして熱安定性の向上といった画期的な利点を提供します。ホンダ

は、電池セルをプレスすることで電極と固形電解質の接触を最適化し、生産速度向上

と冷却構造の簡素化を目指しており、電気自動車（EV）市場における競争力を大幅に

高める可能性を秘めています。

公開日 2026年10月01日  Top Speed  日本



詳細

主要成果

ホンダは、次世代の電気自動車（EV）向けに、大幅な性能向上をもたらす全固体電池

（ASSB）の生産実証ラインを稼働させました。この重要な進展により、ASSBの主要

な利点である「500マイル（約800km）を超える航続距離」、「充電時間の劇的な短

縮」、そして「優れた熱安定性」が実証され、EVの普及における主要な障壁を打ち破る

可能性を提示しました。ホンダは、電池セル製造におけるプレス技術の革新により、こ

れらの高性能ASSBの量産化に向けた具体的な道筋を示しています。

技術詳細

全固体電池は、従来の液体電解質に代わり固形電解質を使用することで、高い安全性と

エネルギー密度を実現します。ホンダのアプローチでは、電池セルを物理的にプレスす

ることで、電極材料と固形電解質との界面接触抵抗を最小限に抑え、イオン伝導性を最

大化する技術が鍵となります。この最適化された接触は、電池の内部抵抗を低減し、結

果として高速充電能力と高い出力密度に貢献します。さらに、固形電解質は可燃性の液

体電解質を使用しないため、熱暴走のリスクが大幅に低減され、より安全な電池システ

ムの構築が可能になります。また、冷却構造が簡素化されることで、バッテリーパック

全体の軽量化と小型化にも繋がり、EVの設計自由度を高めます。

背景・業界文脈

電気自動車市場は急速に拡大していますが、バッテリーの航続距離、充電時間、安全

性、コストは依然として消費者の購入決定に大きな影響を与える要因です。特に航続距

離の「不安」と充電時間の「不便さ」は、EV普及の主要な課題として認識されていま

す。全固体電池は、これらの課題を一挙に解決する「ゲームチェンジャー」として期待

されており、世界中の自動車メーカーやバッテリー開発企業が開発競争を繰り広げてい

ます。ホンダの生産実証ライン稼働は、この競争において同社が実用化に一歩近づいた

ことを明確に示すものです。



今後の展望

ホンダによるASSB生産実証ラインの稼働は、同社が将来のEV市場で強力な競争優位性

を確立する上で極めて重要です。この技術が量産化に成功すれば、ホンダのEVは、長距

離移動、短時間でのエネルギー補給、そして高い安全性という点で他社製品との差別化

を図れるでしょう。将来的には、ASSBの技術はEVだけでなく、航空宇宙、定置型エネ

ルギー貯蔵、ポータブル電子機器など、幅広い分野での応用が期待されます。ホンダ

は、この革新的なバッテリー技術を通じて、持続可能なモビリティ社会の実現に向けた

リーダーシップを発揮していくことが見込まれます。

元記事: https://www.topspeed.com/science-behind-honda-solid-state-battery-breakthrough/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.topspeed.com/science-behind-honda-solid-state-battery-breakthrough/


#05 チタン酸バリウム｜デラウェア大学、ポリマー繊維

の圧電出力向上

概要

デラウェア大学の研究者チームは、ストロンチウムドープチタン酸バリウムを用いて

柔軟なポリマー繊維の圧電出力を世界最高値にまで向上させました。この鉛フリーか

つ繊維適合性を持つ材料は、約87%のベータ相含有率を示し、23ボルトを超える電圧

と4.5ミリワット/平方メートル以上の電力密度を達成しています。このブレークスル

ーにより、自己給電型ウェアラブルデバイスの実現が現実のものに近づき、バッテリ

ー不要の技術革新を加速します。

公開日 2026年10月02日  University of Delaware  アメリカ



詳細

主要成果

デラウェア大学の研究者チームは、ストロンチウムをドープしたチタン酸バリウム

（strontium-doped barium titanate）を柔軟なポリマー繊維に組み込むことで、この

種の鉛フリーかつ繊維適合性材料として過去最高の圧電出力を達成しました。この革新

的な材料は、23ボルトを超える電圧と4.5ミリワット/平方メートル以上の電力密度を

示し、自己給電型ウェアラブルデバイスの実現に向けた大きな一歩となります。

技術・臨床詳細

圧電材料は、機械的ストレスを電気エネルギーに変換する能力を持ち、ウェアラブルデ

バイスの自己給電源として注目されています。しかし、これまでの高効率圧電材料の多

くは鉛（例: PZT）を含んでおり、環境や健康への懸念から代替材料の開発が求められ

ていました。

本研究では、環境負荷の低いチタン酸バリウム（BaTiO3）をベースとし、これにスト

ロンチウムをドープすることで、圧電特性を飛躍的に向上させました。ドープされたチ

タン酸バリウム粒子は、特に「ベータ相」と呼ばれる高効率な結晶相を約87%という高

い割合で含有しており、これが優れた圧電性能の源となっています。これらの粒子は、

ポリマーマトリックスに均一に分散され、紡糸プロセスを通じて柔軟な繊維へと加工さ

れました。

主要材料: ストロンチウムドープチタン酸バリウム（鉛フリー）

形態: 柔軟なポリマー繊維

ベータ相含有率: 約87%

生成電圧: 23ボルト以上

電力密度: 4.5ミリワット/平方メートル以上

応用分野: 自己給電型ウェアラブル

この繊維は、小さな機械的振動や動き（例えば、体の動きや呼吸）からでも効率的に電

力を生成することが可能であり、ウェアラブルデバイスが外部電源なしで動作するため

の十分な電力を供給できます。その柔軟性により、衣類に直接織り込んだり、皮膚に貼

付するセンサーに組み込んだりすることも容易です。



背景・業界文脈

ウェアラブルエレクトロニクス市場の拡大は目覚ましいものがありますが、その成長は

バッテリー技術の進化に大きく依存しています。充電の手間、バッテリーの重量、寿

命、そして環境への影響は、ウェアラブルデバイスの普及における大きな課題です。自

己給電型デバイスは、これらの課題に対する根本的な解決策を提供し、特にIoTデバイ

スや医療用センサーなど、持続的な動作が求められるアプリケーションでの需要が高ま

っています。鉛フリーかつ柔軟な圧電繊維は、このニーズに応えるための理想的な候補

であり、環境規制の強化という業界動向とも合致します。

今後の展望

この鉛フリー圧電繊維の記録的な性能は、自己給電型ウェアラブルの商用化を大幅に加

速させるでしょう。将来的には、スマート衣類、活動量計、生体センサー、そして医療

診断デバイスなど、幅広い製品への応用が期待されます。今後は、材料の耐久性の検

証、製造プロセスのスケールアップ、および様々なウェアラブル製品への統合技術の開

発が主な焦点となるでしょう。この技術は、バッテリーの制約から解放された、より自

由で持続可能なパーソナルエレクトロニクスの未来を切り拓く可能性を秘めています。

元記事: https://bioengineer.org/doped-ceramic-particles-push-flexible-polymer-fibers-to-

record-piezoelectric-output/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/doped-ceramic-particles-push-flexible-polymer-fibers-to-record-piezoelectric-output/
https://bioengineer.org/doped-ceramic-particles-push-flexible-polymer-fibers-to-record-piezoelectric-output/


#06 超分子ポリマーとは｜ノースウェスタン大学、ニュ

ーロン成長促進の性能

概要

ノースウェスタン大学の研究チームは、細胞の直径を超える長さと分子レベルでの精

密なパターンを持つ超分子ポリマーの開発に成功しました。この分子糸は従来のポリ

マーや生体内タンパク質よりも巨大で、Science誌に発表されました。この画期的な

技術は、再生医療分野において新たな生体材料を設計する基盤となり、特にニューロ

ンの成長と組織化を促進し、シナプス形成を大幅に増加させる可能性を示していま

す。これは神経損傷治療や神経変性疾患への応用で大きな進歩をもたらすでしょう。

公開日 2026年10月01日  Northwestern Now  アメリカ



詳細

主要成果

ノースウェスタン大学の科学者たちは、再生医療に革命をもたらす可能性のある、細胞

の直径よりもはるかに巨大で精密にパターン化された超分子ポリマーを開発しました。

この革新的な分子糸は、ニューロンの成長と組織化を劇的に促進し、シナプス形成を増

加させる効果が実験的に確認されました。

技術・臨床詳細

開発された超分子ポリマーは、これまでの合成ポリマーや生体内のタンパク質では達

成困難だった、細胞の直径を超える巨大なサイズと分子レベルでの精密なパターン制

御を実現しています。

この新材料は、生体適合性に優れ、神経細胞が三次元的に増殖し、複雑なネットワー

クを形成するための足場として機能します。

実験では、このポリマー上で培養されたニューロンが顕著な成長を示し、シナプス形

成が大幅に増加することが観察されました。これは、神経回路の再構築や機能回復に

直接寄与する可能性があります。

背景・業界文脈

従来の再生医療における生体材料は、その構造的複雑性や生体適合性の限界から、神経

組織のような複雑な構造の再生には十分ではありませんでした。特に、ニューロンの正

確な組織化を誘導し、機能的なシナプスを形成させることは、長年の課題でした。今回

の研究は、分子自己集合を精密に制御することで、これらの課題を克服する新しい道を

開くものです。

今後の展望

この技術は、脊髄損傷、脳卒中、アルツハイマー病、パーキンソン病といった神経変性

疾患の治療において、画期的な生体材料の開発を加速させると期待されています。将来

的には、より複雑な組織や臓器の再生医療への応用、さらにはバイオエレクトロニクス

分野における高性能デバイスの基盤材料としての可能性も秘めています。研究成果は

Science誌に掲載され、今後のさらなる発展が注目されます。



元記事: https://news.northwestern.edu/stories/2026/10/researchers-unlock-new-level-of-

precision-in-supramolecular-materials

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.northwestern.edu/stories/2026/10/researchers-unlock-new-level-of-precision-in-supramolecular-materials
https://news.northwestern.edu/stories/2026/10/researchers-unlock-new-level-of-precision-in-supramolecular-materials


#07 多光子量子テレポーテーション｜京都大学、W状態

の測定課題を解決

概要

京都大学の研究チームは、多光子量子もつれの測定における25年来の課題を克服し、

W状態と呼ばれる重要な形態の多光子量子もつれを実験的に特定する新手法を開発し

ました。このブレークスルーにより、複雑な量子もつれシステムの測定が飛躍的に容

易になります。本技術は、量子テレポーテーション、量子通信、および量子コンピュ

ーティングの分野における新たな可能性を大きく広げ、より堅牢な量子技術の実現に

貢献すると期待されています。

公開日 2026年09月29日  Kyoto University (via ScienceDaily)  日本



詳細

主要成果

京都大学の研究者たちは、多光子量子もつれの測定において長年の課題とされてきた問

題をついに解決し、特にW状態として知られる多光子量子もつれを高い信頼性で特定で

きる新しい実験手法を開発しました。この成果は、複雑な量子システムの解析を劇的に

簡素化し、量子技術のさらなる発展を可能にします。

技術・臨床詳細

本研究の核となるのは、これまで困難とされてきた多光子システムの複雑なもつれ状

態、特に「W状態」を効率的に測定する技術の確立です。W状態は、複数の量子ビッ

トが均等にもつれ合い、一部の量子ビットが失われてももつれが維持されるという特

性を持つため、量子情報処理において極めて重要です。

京都大学の研究チームは、このW状態を特徴づけるための新しいプロトコルを考案

し、これを実験的に検証しました。これにより、量子もつれの質と量を正確に評価す

ることが可能となり、従来の測定手法に比べて大幅な精度向上と効率化が実現しまし

た。

この技術革新は、光子の偏光状態を利用した多光子干渉実験に基づいており、高度な

光学セットアップと精密な制御技術を要します。

背景・業界文脈

量子もつれは、量子コンピューティングや量子通信の基盤となる現象ですが、特に多光

子システムにおける高次のもつれ状態を正確に測定することは、その複雑さから長らく

大きな障壁となっていました。これまでの手法では、必要な測定回数が指数関数的に増

加するため、実用的な応用が困難でした。今回の京都大学のブレークスルーは、この技

術的ボトルネックを解消する重要な一歩となります。



今後の展望

このW状態の効率的な測定技術は、耐障害性の高い量子通信プロトコルや、より強力な

量子コンピューターの開発に直接的に貢献します。例えば、長距離量子テレポーテーシ

ョンの信頼性向上や、分散型量子ネットワークにおける情報転送の安定化が期待されま

す。また、量子暗号技術の安全性強化にも寄与し、将来的には新素材開発や医薬品設計

における複雑な分子シミュレーションへの応用も視野に入っています。この研究成果

は、実用的な量子技術への道を大きく開くものとして、業界内外から高い関心を集めて

います。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/09/260929053550.htm

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/09/260929053550.htm


#08 高エントロピー酸化物触媒｜上海交通大学、水分解

OER過電圧を229mVに低減

概要

上海交通大学の研究チームが、局所的な高エントロピー酸化物（LHEO）ナノ構造体を

利用して、水分解における酸素発生反応（OER）の過電圧を大幅に低減するブレーク

スルーを達成しました。開発されたα-Fe₂O₃@LHEO触媒は、アルカリ水分解におい

て10 mA/cm²の電流密度を229 mVという極めて低い過電圧で達成し、商用RuO₂の

326 mVを大きく下回る世界トップレベルの性能を示しています。この革新的な触媒

技術は、グリーン水素製造や海水亜鉛-空気電池といった再生可能エネルギー分野に多

大な貢献をもたらす可能性があり、持続可能なエネルギーソリューションの実現を加

速させます。

公開日 2026年09月24日  EurekAlert!  中国



詳細

主要成果

上海交通大学の研究チームは、局所的な高エントロピー酸化物（LHEO）ナノ構造体触

媒を開発し、水分解の酸素発生反応（OER）における過電圧を画期的に低減することに

成功しました。この新たなα-Fe₂O₃@LHEO触媒は、アルカリ水分解環境下で10

mA/cm²の電流密度においてわずか229 mVという極めて低い過電圧を記録し、これは

既存の商用RuO₂触媒の326 mVを大幅に凌駕する性能です。この成果は、水電解によ

るグリーン水素製造の効率を劇的に向上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

研究チームは、異なる金属酸化物間に意図的に格子歪みと相分離を導入することで、表

面に局所的な高エントロピー酸化物領域を形成しました。このLHEOナノ構造体は、複

数の金属元素が原子レベルで混在することで、従来の酸化物単体では得られないユニー

クな電子構造と多数の活性サイトを提供します。特に、OERの律速段階である中間体の

吸着エネルギーを最適化し、反応経路のエネルギー障壁を効果的に低下させることが実

証されました。これにより、触媒活性が飛躍的に向上し、低い過電圧で高電流密度を維

持することが可能となっています。

背景・業界文脈

クリーンエネルギーへの移行が世界的に加速する中、高効率な水分解によるグリーン水

素製造は極めて重要です。しかし、酸素発生反応（OER）は多電子移動プロセスであ

り、高いエネルギー障壁を持つため、高価な貴金属触媒（RuO₂やIrO₂など）に頼る現

状があります。上海交通大学のLHEO触媒は、比較的安価な元素である鉄（Fe）をベー

スにしながらも、貴金属触媒を上回る性能を実現した点で画期的です。この技術は、電

解槽のコスト削減とエネルギー効率向上に直結し、グリーン水素の商用化を大きく推進

するでしょう。



今後の展望

このLHEO触媒は、水分解による水素製造だけでなく、海水ベースの亜鉛-空気電池のよ

うな他の電気化学エネルギー変換システムへの応用も期待されています。特に海水電解

は、淡水資源の制約を克服する可能性を秘めており、この触媒がその実現を加速するか

もしれません。今後、触媒の長期安定性や大規模生産への適合性に関する研究が進め

ば、持続可能なエネルギー社会の実現に向けた重要な機能性材料として、その影響力は

計り知れません。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1145328

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1145328


#09 量子エネルギーラダーとは｜カリフォルニア工科大

学、40年目の初観測

概要

カリフォルニア工科大学の物理学者が、約40年前に理論的に予測されていた量子エネ

ルギーラダーの特定のパターンを、初めて実験的に観測することに成功しました。こ

の画期的な発見は、特定の量子材料におけるエネルギー準位が非線形な「はしご」状

に配置されるという予測を実証するものです。この観測は、量子材料の基礎的な挙動

の理解を深め、将来の量子情報処理や量子センシング技術の設計において重要な指針

を提供します。

公開日 2026年09月30日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

カリフォルニア工科大学の物理学者チームが、約40年前に理論的に予測されていた「量

子エネルギーラダー」の特定のパターンを、実験室環境で初めて直接観測することに成

功しました。この発見は、量子材料のエネルギー準位が、規則的な間隔ではなく、非線

形なステップを持つはしごのように配置されるという長年の理論的予測を裏付けるもの

です。

技術・臨床詳細

研究チームは、特定の量子材料システムを精密に設計し、極低温および強磁場下でその

挙動を詳細に測定しました。彼らは、材料内の電子がエネルギーを吸収する際に、予測

された非等間隔のエネルギー準位間の遷移を正確に捉えました。この実験は、洗練され

た分光法と量子制御技術を組み合わせることで実現され、微細な量子状態のエネルギー

差を高精度で識別する能力が鍵となりました。観測されたエネルギープロファイルは、

理論モデルと極めて高い一致を示しています。

背景・業界文脈

量子力学では、粒子のエネルギーが連続的ではなく、特定の離散的な準位（エネルギー

準位）しか取れないことが知られています。従来の物理モデルでは、これらの準位は通

常、規則的な間隔で現れるとされてきましたが、特定の相互作用を持つ量子システムで

は、エネルギー準位が不均等な「ラダー」構造を形成することが理論的に示唆されてい

ました。この種のラダー構造は、非線形光学や高調波発生といった分野で応用される可

能性があり、その基礎的な理解は、次世代の量子デバイス開発に不可欠です。

今後の展望

この初の実験観測は、量子物理学の基礎的理解を深めるだけでなく、新たな量子技術の

開発に向けた道を開きます。特に、量子情報処理における新しいタイプの量子ビット設

計や、極めて精密な量子センシング材料の開発において、この量子エネルギーラダーの

特性が活用される可能性があります。研究者たちは、この発見が、制御可能な量子シス

テムの構築と、それを用いたより高性能な機能性材料の創出に繋がることを期待してい

ます。



元記事: https://www.sciencedaily.com/news/matter_energy/materials_science/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/news/matter_energy/materials_science/


#10 Fractal Graphene Pasteとは｜HydroGraph、

濃度20%のグラフェンペースト

概要

HydroGraph Clean Power Inc.は、グラフェンの広範な商用導入の主要課題を解決す

る、新開発の「Fractal Graphene Paste™」を米国先端材料展で発表します。この水

性ペーストは、一般的なグラフェン分散液が1%〜5%であるのに対し、重量比で20%

という高濃度のグラフェンを含みながら、完全に流動性を維持し、2年以上の保存期間

を実現しています。また、D50約35ナノメートルという超微細な粒子径分布を保持し

ており、標準的な混合装置で水性配合物への容易な組み込みを可能にします。

公開日 2026年10月01日  GLOBE NEWSWIRE  カナダ



詳細

主要成果

HydroGraph Clean Power Inc.は、グラフェン技術の商用普及における長年の課題を

解決する画期的な新製品「Fractal Graphene Paste™」を米国先端材料展で発表しま

す。この製品は、高濃度でありながら優れた流動性と長期保存性を兼ね備え、グラフェ

ンの産業応用を大幅に加速させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

「Fractal Graphene Paste™」は、重量比で20%もの高濃度グラフェンを含有する水

性分散ペーストです。これは、一般的な商用グラフェン分散液が1%から5%程度のグラ

フェン濃度であることと比較して、著しく高い数値です。この高濃度にもかかわらず、

ペーストは完全に流動性を保ち、取り扱いが容易です。さらに、2年以上の長期保存が

可能であり、これはグラフェンの安定供給と利用の観点から非常に重要です。技術的な

特徴として、D50値が約35ナノメートルという超微細な粒子径分布を維持している点が

挙げられます。これにより、特別な設備を必要とせず、標準的な混合装置を用いて水性

配合物（塗料、接着剤、複合材料など）にグラフェンを容易に、かつ均一に組み込むこ

とが可能となります。この簡便な統合性は、グラフェンを様々な産業製品に応用する際

の障壁を大きく取り除きます。

背景・業界文脈

グラフェンは、その優れた電気伝導性、熱伝導性、機械的強度、透明性から「夢の材

料」と称され、バッテリー、複合材料、電子機器、コーティング、センサーなど多岐に

わたる分野での応用が期待されています。しかし、これまでの課題は、グラフェンを高

品質かつコスト効率よく大量生産し、様々な材料システムに均一に分散させることでし

た。特に、高濃度で安定したグラフェン分散液の提供は、産業界での実用化を阻む大き

な障壁となっていました。HydroGraphのこの新製品は、これらの課題を直接的に解決

し、グラフェンベースの製品開発と市場投入を加速させることを目指しています。



今後の展望

「Fractal Graphene Paste™」の市場投入は、グラフェン技術の商用応用を大きく進

展させる転換点となるでしょう。この製品は、自動車、航空宇宙、建設、エレクトロニ

クスといった主要産業において、高性能かつ軽量、耐久性のある新素材の開発を促進し

ます。例えば、より効率的なエネルギー貯蔵ソリューション、強化された複合材料、次

世代センサーの開発などが期待されます。HydroGraphの技術は、グラフェンが持つ潜

在能力を最大限に引き出し、持続可能な社会の実現に向けた新たな材料ソリューション

を提供することで、広範な産業に革新をもたらす可能性を秘めています。

元記事: https://markets.businessinsider.com/news/stocks/hydrograph-to-showcase-fractal-

graphene-paste-at-the-advanced-materials-show-usa-1036589141

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#11 自己修復コンクリートとは｜3つの技術方式と商業

導入によるコスト削減効果

概要

自己修復コンクリートが研究室から商業プロジェクトやインフラプロジェクトへと移

行し、年間数十億ドル規模のコンクリートインフラ維持費用削減に貢献しています。

記事では、バクテリアベースシステム（Basilisk技術で0.03インチまでのひび割れの

90-95%を修復）、マイクロカプセル・ポリマーシステム、結晶性・鉱物混和材システ

ムという3つの主要なアプローチを詳述しています。自己修復システムは材料費のプレ

ミアムがありますが、微細から中程度のひび割れに対応し、長期的なライフサイクル

コストを削減するため、特に欧州で普及が進んでいます。

公開日 2026年09月29日  Modern Contractor Solutions  アメリカ



詳細

主要成果

自己修復コンクリートが、研究室の段階から実際の商業プロジェクトや大規模インフラ

プロジェクトへの導入段階へと移行しつつあります。この革新的な材料は、コンクリー

ト構造物の年間数十億ドル規模に及ぶ維持・補修費用を大幅に削減する可能性を秘めて

います。

技術・臨床詳細

自己修復コンクリートは、主に以下の3つの異なるアプローチで開発が進められていま

す。

バクテリアベースシステム: 最も進んだ技術の一つにBasilisk社（オランダ）の技術が

あります。これは、コンクリート内部に休眠状態のバクテリアと栄養源を組み込み、

ひび割れが発生して水が浸入すると、バクテリアが活動を再開し、炭酸カルシウムを

生成してひび割れを自己修復します。この技術は、0.03インチ（約0.76mm）まで

の微細なひび割れに対して、90〜95%の修復率を達成しています。

マイクロカプセル・ポリマーシステム: このアプローチでは、修復剤（ポリマーやエ

ポキシ樹脂など）をマイクロカプセルに封入し、コンクリート内部に分散させます。

ひび割れがカプセルに到達するとカプセルが破れ、修復剤が放出されてひび割れを埋

めます。

結晶性・鉱物混和材システム: これは最も商業的に成熟しており、既存のコンクリー

ト製造プロセスに容易に統合できる方法です。特殊な結晶性添加剤や鉱物混和材をコ

ンクリートに加えることで、水と反応して不溶性の結晶を生成し、ひび割れや空隙を

充填・密閉します。

これらのシステムは、初期の材料コストは高くなりますが、長期的なライフサイクルコ

スト（検査、補修、交換費用など）を考慮すると、費用対効果が高いと評価されていま

す。特に、ヨーロッパではこの技術の採用実績が豊富です。



背景・業界文脈

コンクリートは世界で最も広く使用されている建設材料ですが、その耐久性には限りが

あり、ひび割れは避けられない問題です。ひび割れは、水や腐食性物質の侵入を許し、

鉄筋の腐食や構造全体の劣化を引き起こし、大規模な補修や早期の交換を必要としま

す。このような劣化は、毎年世界中で数十億ドルの経済的損失と、貴重な資源の消費を

もたらしています。自己修復コンクリートの研究は、これらの課題に対応し、より持続

可能でレジリエントなインフラを構築するための重要なアプローチとして、過去数十年

にわたり活発に進められてきました。

今後の展望

自己修復コンクリートの商業導入は、建設業界に革命をもたらす可能性を秘めていま

す。特に、橋梁、道路、トンネル、地下構造物、原子力発電所などの重要インフラにお

いて、その長寿命化と維持管理コスト削減への貢献が期待されます。ひび割れの早期自

動修復により、大規模な構造的損傷への進展を防ぎ、インフラの安全性と信頼性を向上

させることができます。これにより、従来のコンクリートの限界を超え、より持続可能

で耐久性の高い未来の建設ソリューションが実現されるでしょう。

元記事: https://mcsmag.com/the-facts-about-self-healing-concrete/
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